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か び 毒 Deoxynivalenol （DON ）分角4細菌か らの DON 分解酵素遺伝子 の 取得と解析

○伊藤 通浩、石 坂 眞澄、生長 陽子、小板橋 基 夫、對馬 誠也

農環研
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【目的】FZtsaritim　graminearum などの ム ギ類赤か び 病菌は か び 毒デオキシ ニ バ レ ノ
ー

ル （DON ）を産生す る。　DON は穀

粒に蓄積して残 留 し、摂取した人 畜に食中毒や 免疫機能の 低下 を 引き起こす。DON 分解細菌お よび 分解酵素 ・遺伝

子は DON 汚染の 防除・低減 へ の 活用が期待される が、好気性 DON 分解細菌の分離例は 1例に留まり、DON 分解酵

素遺伝子 の 報告は皆無 で ある ． そ こ で 本研 究で は我 々 が新た に分離した DON 分解細菌 KSM 　1株か ら DON 初発分

解酵素遺伝子を取得す るこ とを目的とした。【方法 】KSM1 株 ゲノム の コ ス ミドライブラリ
ー

からDON 分解活性を示 すクロ

ー
ン を選択 し

、 次に選択 したコ ス ミド挿入断片 の 部分 ご とに DON 分解活性を検討することによっ て、DON 分解酵素遺

伝子 の 領域を同定した。ライブラリ
ーの宿主菌株に は 、大腸 菌に加え、目的遺伝 子の 機能 発現 の 可能性 を高めるた

め 、系統的に KSMI 株に より近縁な 2 株の Sphingobium 属細菌 の 計 3 菌株 を用 い た。　DON 分解活性 は反応液 の

HPLC 分析により検討した 。 【結果と考察】3菌株 の それぞれ を宿主とするライブラリ
ー

約 1200 クロ ー
ン ず っ をス クリ

ー
ニ

ン グ し、Sphingobium ／aponicumUT26S 株を宿主として DON 分 解活性 を示す ク ロ
ー

ン を 2 種取得した 。 さら にそ れぞれ

の コ ス ミド挿入断片中に異なる DON 初発分解酵素遺伝子を同定した。それぞれ の 遺伝 子を導入 した UT26S 株 は

DON と反応して異なる DON 代謝産物を反応液中に蓄積した。以 上 の 結果 か ら、　KSMI 株が少なくとも 2 通りの DON

初発反応経路を有して い るこ とが示 唆された、
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活性汚泥 か ら分離した ビ ス フ ェ ノール A 走性細菌の 応答特性
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男
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【は じめ に 】運 動 1生細菌の 多くは 、特 定の 化学物質に 対 して 正 又 は負 の 走性 を示す 。 本研 究 は、こ の 細菌 の 走化性 を

物質認識能力として とらえ、そ の 工 学的な応用 を 目指して い る 。 我 々 が活性汚泥 か ら分離した グラム陰性 の 桿菌で ある

PNTI 株 は、内分泌撹乱性 が 疑われ て い るビス フ ェ ノ
ー

ル A に対して 正 の 走性 を示す。本研 究 で は PNT1 株が有する

ビス フ ェ ノール A をセ ン シ ン グする走化性セ ン サ
ー遺伝子 の 単離を目的とした。【結果 と考察】16S　rRNA 遺伝子 の 塩基

配 列 か ら、PNTI 株 は Stenotrophomonc“s〃malt （1ρkiliaと推定 され た。こ の 細菌は 多剤 耐性能を持 つ 日和見感 染菌として

も知られ て お り、既に同 K279a 株 にお い て 全ゲ ノム 情報が解明され て い る。 そ こで このゲノム情報か ら走化性 セ ン サ
ー

タン パ ク質内 で 高度に保存され て い るシ グナ ル 伝達ドメイン 内の 保 存領域をもとに、12 の 走化性 セ ン サ ー様遺伝子 を

推定した 。

一
方、ビス フ ェ ノール A に 対して走性を示さない Pseudonvonas　aerz｛ginosaPAO 工株は 26 の 走化性セ ンサー

様遣伝子を有 して い る。そ こで 両者 の リガ ン ド結合ドメイン に つ い て相同性 を 比 較することにより
、
PNT1 株だけ に存在

すると推定され る3 っ の 走化性 セ ン サ
ー

様遺伝 子を選別した。これらの遺伝子 は ビス フェ ノール A をセ ン シ ン グする走

化性 セ ン サ
ー

をコ
ードして い る可能性が高い 。現在、こ れらの 遺伝子 を RaertiginosaPAOI株に導入 、発 現させ るこ と

により、そ の 走化性を調査 することで ビス フ ェ ノ
ー

ル A をセ ン シ ン グする走化性セ ン サ
ー

遺伝子 の 単離を試 み て い る c
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